
 

２０２３年１２月８日〈金〉第２例会  第２９７０回 

例会場：益田商工会議所２階会議室   

事務局 TEL：080-2923-1616 FAX：23-7379 クラブ番号：14716 

会員専用ページパスワード（英数半角）：masuda0078564085 

ＩＭ記念ページパスワード（英数半角）：welcome20202021im 

～～～～プログラム～～～～ 

１２：３０ 

◎開会の言葉                                   田上幹事 

◎点鐘                                    永島副会長 

◎ロータリーソング《それでこそロータリー》斉唱 

◎ゲストスピーカー＆ビジター紹介                        田上幹事 

益田市役所保健センター健康増進課  吉田眞由美様 

◎食事案内《きりた》                             安野ＳＡＡ 

◎副会長挨拶                                 永島副会長 

◎スマイル報告                                安野ＳＡＡ 

◎幹事報告                                   田上幹事 

１．本日 12月第 7回理事会を開催しますので，理事の方はご出席をお願い致します。 

２．12月 10日（日）14:00～15:50岡山コンベンションセンターにて次期クラブロータリー財

団委員長研修会・地区補助金セミナーが開催予定です。永島副会長，増野会員，村木会員が

出席予定です。 

３．12月 11日 16時～益田市読書感想文コンクール益田ロータリークラブ会長賞表彰に永島副

会長が出席予定です。 

４．次週 12月 15日は次期クラブロータリー財団委員長研修会・地区補助金セミナーの報告を

永島副会長，増野会員，村木会員よりいただく予定です。 

５．次々週 12月 22日は，大喜庵奉仕活動を行うことで調整中ですが，実施しない場合は休会

となる予定です。 

６．次々々週は 12月 27日（水）18時 00～年内最終例会（夜間例会）となります。場所はスタ

ジオ－ネ（ＥＡＧＡ２階）で２時間飲み放題です。 

７．2024年１月第１例会は１月 12日に夜間例会（美都温泉：ゆずのき）として実施する予定で

す。ところで，恒例のプレゼント交換は年内最終例会で行うか，それともこちらで行うかご

意見下さい。 

８．年末年始の石倉ガバナー事務所の休暇予定は 12月 29日～１月５日です。但し，メールチ

ェックは休みの期間中も行われるとのことです。 

９．今後の明誠高校インターアクト例会開催予定は， 1/24（水），3/5（火）で，いずれも明誠

高校Ｍラボ（３号館３Ｆ），16時～16時 20分の予定です。振るってご参加をお願い致しま

す。 

10．江津ロータリークラブより，インターシティミーティングの概要についてメールで連絡が

ありました。 

日  時   2024年 3月 10日 13：00～18：40（受付 12：15～13：00） 

   会  場   江津市総合市民センター（ミルキーウェイホール）  

          （島根県江津市江津町 1110-17，Tel：0855-52-2155） 



   懇親会場   江津ひと・まちプラザ（パレットごうつ） 

          （島根県江津市江津町 1518-1，Tel：0855-52-7820） 

   会場から懇親会場への移動については，各自でお願いいたしますとのことです。なお，

本週報末尾に地図を掲載しております。 

 

 

◎委員会報告                             

 公共イメージ委員会   

   12月のロータリーレートが発表されました。＄１＝￥147です。 

   2024年１月より「ROTARY誌」（英文）が値上げされるとのことです（半期 12＄⇒18＄）（Ｌ

Ｃ）。 

   石倉ガバナー事務所より，2023-2024年度地区関係費（下半期）の納入要請が来ています

（ＬＣ）。2024年１月１日時点における会員数を前提に，２月２日が支払い期限となっていま

す。 

   ロータリー財団より，寄付のお願いが来ています（ＬＣ）。ただし，益田ロータリークラブ

宛ではなく，田上個人宛で来ています。どうしてかな？。 

 

 

クラブ管理運営委員会 

会員数 出 席 欠 席 長 欠 ＨＣ出席率  Ｍ Ｕ 

２１名 １３名 ８名 ０名 ０％  ０名 

 

   本日のＭＹ箸の使用率は １０/１３ で ７６．９パーセントでした。 

             ｂゲストスピーチ ： 吉田眞由美 様 

ストレスと上手につきあおう 

◎閉会点鐘               １３：３０              永島副会長 

 

ＭＵ   

 

創立Ｓ３６年 1 月２４日 THE ROTARYCLUB OF MASUDA 承認Ｓ３６年３月１６日 

会長 田原裕司 副会長 永島一忠 幹事 田上尚志 副幹事 佐々井美穂 会計 重親政継 SAA：安野光雄 

 

2023年 11月 17日会長挨拶要旨 

 別紙「11 月 5～11 日は「世界インターアクト週間」をご覧下さい。 

 

2023年 12月 1日会長挨拶要旨 

 疾病予防と治療月間(Disease Prevention and Treatment Month) 

2014 年 10 月ｍＲＩ理事会は，１２月の重点分野を「疾病予防と治療月間」としました。地域社会の医療

従事者の能力向上, 伝染病の伝播を食い止め，非伝染病とそれによる合併症を減らすための，疾病予防プロ

グラム, 地域社会の医療インフラの改善，疾病の蔓延を防止することを目的とした，地域住民への教育と地

域動員, 疾病またはケガによって引き起こされる身体障害の予防, 疾病予防と治療に関連した仕事に従事す

ることを目指す専門職業人のための奨学金支援を強調する月間という趣旨です。 

また，ロータリーはこんな活動をしています。すなわち，病気は何もせずに予防できるものではありませ

ん。命にかかわる病気の蔓延を食いとめ，予防を徹底させるために，私たちロータリー会員は，医療従事者

への研修，病気や衛生習慣に関する市民への指導など，世界で毎日，数百ものプロジェクトを実施していま

す。 

首相官邸 次世代ヘルスケア・・・疾病・介護の予防 

厚生労働省と経済産業省も，医療関係の支援策をしています。別紙をご覧下さい。 

 

 



 

注意事項 

 

 ① 例会にはできるだけマイ・箸をお持ち下さい。 

 

 

欠席届出の方法について 

 

 ① 予め例会に欠席することが分かっている場合には，火曜日までに事務局（サウンド・パレッ

ト）に連絡する。出席の場合は連絡を要しないものとする（出席連絡をしても構わない。）。 

 ② 連絡方法は会員の多くが見られるＬＩＮＥグループを推奨するが，ＬＩＮＥグループへの参加

は自由であるし，ＬＩＮＥを好まない会員もいるので，連絡方法はＦＡＸ（サウンド・パレッ

ト：０８５６－２３－７３７９，電子メール（アドレス：rcmasuda@tx.miracle.ne.jp），電話

（益田ロータリークラブ事務局専用携帯電話：０８０－２９２３－１６１６）など，特に制限は

設けないこととする。 

 ③ 事務局は，水曜日の最初の仕事として，例会欠席予定者をＬＩＮＥグループで発表し，会員に

確認を求める。但し，ＬＩＮＥグループ不参加者に対してはショートメール，電子メール，ＦＡ

Ｘ，電話など適宜の方法を用いる。 

④ 急用で欠席することもあるので，欠席する場合には火曜日を過ぎていても連絡する。火曜日ま

での連絡を失念していた場合も同様とする。 

 

 

会員専用ページへのＱＲコードはこちら 

                     

 

 

会員専用ページレターケースへのＱＲコードはこちら 

                     

    

 

ウェブＩＭ記念サイトへのＱＲコードはこちら 
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2023－2024インターシティミーティング 会場周辺地図 

 

 







国民の健康と安心につなげるための医療機関・医療従事者支援策

新型コロナ
感染症の患者を
受け入れたときに 診療報酬の特例的対応

医療機関・薬局等における
感染拡大防止等の支援

感染拡大防止対策等のための支援
病院：200万円＋病床数に応じた額
有床診：200万円 無床診：100万円
薬局・訪問看護ST・助産所：70万円

新型コロナ患者の受入れは要件となっていません

医療従事者の
皆様が安心して
働けるように

必要物資の確保・配布
マスク,ガウン,フェイスシールド,  手袋等
の優先配布
※都道府県が選定した医療機関
＋G-MISにより要請のあった医療機関

病床確保や設備整備支援

新型コロナウイルス感染症
対応従事者慰労金の支給

貸し付けの優遇による
資金繰り支援

＜福祉医療機構の優遇融資＞
・貸し付け限度額の引き上げ

病院は7.2億円まで、診療所は4千万円まで

・コロナ対応等を行う場合の無利子枠
病院は1億円まで、診療所は4千万円まで

・コロナ対応等を行う場合の無担保枠
病院は3億円まで、診療所は4千万円まで

※前年同月からの減収が大きい場合はさらに拡充される場合があります
※金融機関・政府関係金融機関の貸し付けも活用できます

医
療
機
関
・
医
療
従
事
者
に
対
す
る
支
援

救急・周産期・
小児医療機関の支援 ・簡易陰圧装置等の設備整備補助

・病床数に応じた支援金(2千万円～)の支給

重症・中等症患者の一定の診療に係る評価を
３倍に引上げ

・重点医療機関の病床確保の補助を追加
・重点医療機関等の設備整備を補助
※重点医療機関は都道府県が指定

福祉医療機構
医療貸付専用ご相談
フリーダイヤル
: 0120-343-863
※携帯電話等でつながら
ない場合

: 03-3438-0403  

各都道府県の
地方厚生局事務所

まで

申請開始
7/下旬頃～
慰労金振込
開始
8/下旬～
※１

申請開始
7/20頃～
振込開始
8月下旬頃～
※１

申請受付中

必要性や緊急性
に応じて配布

随時申請受付、
補助実施
※１

5/26～
適用中

※１各都道府県によって時期が異なる場合があります。

照会先

コロナ患者入院受入病院等
：従事者１人当たり20万円
（協力病院等で実際の受入れがなかった
場合は１0万円）

その他の医療機関
：従事者１人当たり5万円

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

随時申請受付、
補助実施
※１

詳細はこちら

コロナ下での診療の
継続を確保するために
（資金繰り・感染拡大防止）

※令和２年８月３日時点のものであり、今後、逐次更新してまいります。

各都道府県の
窓口まで

各都道府県の
窓口まで

各都道府県の窓口
または、

コールセンターまで
0120ｰ786ｰ577

各都道府県の
窓口まで

各都道府県の窓口
または、

コールセンターまで
0120ｰ786ｰ577

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000655159.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10807000/000643755.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/000650008.pdf
https://www.wam.go.jp/hp/fukui_shingatacorona/
https://www.mhlw.go.jp/content/000650009.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000655344.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000649878.pdf


国民の健康と安心につなげるための歯科医療機関・従事者支援策

診療報酬の特例的対応

医療機関・薬局等におけ
る感染拡大防止等の支援

感染拡大防止対策等のための支援
有床：200万円
無床：100万円
病院：200万円＋病床数に応じた額

※新型コロナ患者の受入れは要件となっていません

必要物資の確保・配布

新型コロナウイルス感染症
対応従事者慰労金の支給

貸し付けの優遇による
資金繰り支援

歯
科
医
療
機
関
・
従
事
者
に
対
す
る
支
援

申請開始
7/20頃～
振込開始
8/下旬頃～
※１

※１各都道府県によって時期が異なる場合があります。

申請開始
7/下旬頃～
慰労金振込
開始
8/下旬～
※１

マスク,ガウン,フェイスシールド,  手袋等
の優先配布
※都道府県が選定した医療機関＋G-MISによ
り要請のあった医療機関

必要性や緊急
性に応じて

配布

申請受付中

福祉医療機構
医療貸付専用ご相談
フリーダイヤル
: 0120-343-863
※携帯電話等でつながら
ない場合

: 03-3438-0403  

コロナ患者入院受入病院等
：従事者１人当たり20万円
（協力病院等で実際の受入れがなかった
場合は１0万円）

その他の医療機関
：従事者１人当たり5万円

詳細はこちら

照会先

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

医療従事者の皆様が
安心して働けるように

＜福祉医療機構の優遇融資＞
・貸し付け限度額の引き上げ

病院は7.2億円まで、診療所は4千万円まで

・コロナ対応等を行う場合の無利子枠
病院は1億円まで、診療所は4千万円まで

・コロナ対応等を行う場合の無担保枠
病院は3億円まで、診療所は4千万円まで

※前年同月からの減収が大きい場合はさらに拡充される場合があります
※金融機関・政府関係金融機関の貸し付けも活用できますコロナ下での診療の

継続を確保するために
（資金繰り・感染拡大防止）

※令和２年８月３日時点のものであり、今後、逐次更新してまいります。

各都道府県の
窓口まで

各都道府県の窓口
または

コールセンターまで
0120ｰ786ｰ577

各都道府県の窓口
または

コールセンターまで
0120ｰ786ｰ577

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000655159.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000098580_00001.html
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000655344.pdf
https://www.wam.go.jp/hp/fukui_shingatacorona/

